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季
刊
誌
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
第
１
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
Ａ

Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
設
立
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
１
年
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
と
に
か
く
準
備
準
備
の
１
年
で
、
あ
ま
り
目
立
っ

た
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
年
目
は
ド
ッ
ト
オ
ル
グ

の
連
続
講
座
を
軸
に
し
て
、
つ
ど
い
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
労
働
と
生
活
に
関
わ
る
諸
問
題
を
解
説
す
る
講
座
も

開
講
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
代
表
理
事
で
あ
る
森
岡

さ
ん
が
大
学
を
退
職
さ
れ
、
４
月
か
ら
は
事
務
所
で
森
岡
ゼ

ミ
や
文
章
教
室
、
は
た
ま
た
教
養
講
座
（
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
入
門
？
）
も
や
る
ぞ
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の

他
に
も
、
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
講
座
や
、
海
外
の
社
会
事
情

（
例
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
は
な
ぜ
時
短
が
進
ん
だ
の
か
）
を
学
ぶ

講
座
も
企
画
中
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
予
算
も
少
な
い
た
め
、
宣

伝
は
も
っ
ぱ
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
本
格
的
な
活
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
み
な
さ
ま
、

ど
う
か
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
（
文
責
：
中
野
裕
史
）
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２
０
１
４
年
３
月
23
日
（
日
）
に
、
学

生
・
若
手
社
会
人
講
座
「.Org

（
ド
ッ
ト
・

オ
ル
グ
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
４
月
以
降
の
連
続
講
座

開
講
に
む
け
た
プ
レ
企
画
で
、
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
対
処
法
を
事
例
か
ら
学
ぶ
と
い
う
実

践
的
な
講
座
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

て
27
名
の
参
加
者
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
中

に
は
、
朝
日
新
聞
の
宣
伝
を
見
て
参
加
し

た
と
い
う
人
も
。

講
座
は
中
嶌
聡
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
た
ら

ぼ
代
表
）
の
流
暢
な
司
会
か
ら
始
ま
っ
た
。

最
初
に
参
加
者
全
員
で
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
ク

イ
ズ
に
つ
い
て
議
論
。
問
題
点
を
全
員
で

共
有
し
、
谷
真
介
弁
護
士
（
北
大
阪
総
合

法
律
事
務
所
）
の<

知
っ
て
お
き
た
い
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
10
選>

（
法
律
解
説
）
を
聞
き

ま
し
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
の
難
解
な
（
？
）

質
問
に
も
的
確
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

次
に
、
川
村
遼
平
さ
ん
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

事
務
局
長
）
か
ら
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
の
労
働

相
談
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
の
見
分
け
方
と
対
処
法
に
つ
い
て
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
適
切
な
相
談
機
関
を

使
え
ば
、
大
企
業
に
も
対
抗
で
き
る
と
述

べ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で

は
な
い
企
業
っ
て
あ
る
ん
で
す
か
？
」
な

ど
、
核
心
を
突
く
質
問
も
飛
び
出
し
ま
し

た
。
ま
た
「
今
後
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」

と
い
う
声
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
企
画
に
向
け
て
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
ガ
ン
バ
る
ぞ
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
（
文
責
：
中
野
裕
史
）
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学
生
・
若
手
社
会
人
講
座
「.O

r
g

（
ド
ッ
ト
・
オ
ル
グ
）
」

基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
！
入
社
前
後
は

こ
う
し
て
見
分
け
ろ
！
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
処
法

谷真介さん。むちゃぶり
な法律相談にも的確に答
えてくれます。

川村遼平さん。クールな
皮肉たっぷりのトークで
会場を沸かせます。

最後にフロアから今日の感想を述べてもらい、
全員で意見を共有しました。そして、最後まで
真剣かつ笑いっぱなしの２時間半でした（笑）



働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-
Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
、
２
０
１

３
年
７
月
末
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
認
証

さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｕ-
Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
、
活

動
家
支
援
共
同
（A

c
t
i
vi
s
t
,
S
u
p
p
o
r
t
,
U

n
i
o
n

）
の
略
称
で
す
。
よ
り
よ
い
明
日

（
Ａ
Ｓ
Ｕ
）
を
目
指
す
わ
た
し
た
ち
を

（
Ｕ
Ｓ
）
結
ぶ
、
労
働
者
・
市
民
連
携
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
２
０
０
６
年
９
月
に
本

会
の
前
進
で
あ
る
働
き
方
ネ
ッ
ト
大
阪
を

設
立
し
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン

プ
シ
ョ
ン
、
過
労
死
、
派
遣
労
働
、
パ
ー

ト
雇
用
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
、
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
、
不
況
、
震
災
・
原
発
、
格

差
、
貧
困
、
生
活
保
護
な
ど
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
認

証
さ
れ
て
か
ら
は
、
浜
矩
子
さ
ん
を
お
招

き
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

深
読
み
」
と
題
し
た
ミ
ニ
講
座
も
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
去
る
３
月
23
日
に
は
学

生
・
若
手
社
会
人
講
座
「
基
礎
力
を
身
に

つ
け
る
！
入
社
前
後
は
こ
う
し
て
見
分
け

ろ
！
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
処
法
」
が
開
講
さ

れ
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
合
わ
せ
て
約
25
名

の
参
加
者
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座

を
わ
た
し
た
ち
は

.
O
r
g

（
ド
ッ
ト
・
オ

ル
グ
）
と
呼
び
、
今
後
も
定
期
的
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
度
創
刊
さ
れ
た
「
季
刊
誌
Ａ
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
で
は
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
会

員
の
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、

最
近
の
雇
用
・
労
働
問
題
や
政
治
的
課
題
、

労
働
相
談
の
事
例
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
時
に
随
想
な
ど

も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
ほ
っ
こ
り
す
る
よ

う
な
ミ
ニ
コ
ミ
誌
（
死
語
？
）
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
働

き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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季
刊
誌
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
創
刊
に
つ
い
て

ドットオルグ（学生・若手社会人講座）の１コマ。ASU-NETの事務所が若者でいっぱいにな
り、最後まで白熱した議論が展開されました。（詳しくは17ページをご覧ください）

▼
２
０
１
３
年
４
月
９
日
（
火
）

働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
設
立
総
会

▼
２
０
１
３
年
５
月
21
日
（
火
）

森
岡
ゼ
ミ
「
安
倍
労
働
改
革
の
狙
い
を
ど

う
見
る
か
」
講
師
：
森
岡
孝
二
（
関
西
大

学
教
授
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
理
事
）

▼
２
０
１
３
年
７
月
２
日
（
火
）

第
１
回
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
深
読
み
「
改
悪
さ
れ
た

生
活
保
護
法
」
、
講
師
：
大
口
耕
吉
朗

（
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る
会
事
務
局
長
）

▼
２
０
１
３
年
７
月
30
日
（
火
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行

▼
２
０
１
３
年
10
月
４
日
（
金
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
移
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
第
18

回
つ
ど
い
）
「
ど
う
変
え
る
、
日
本
経
済

と
働
き
方
」
、
講
演
１
：
浜
矩
子
（
同
志

社
大
学
教
授
）
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
ど
う

立
ち
向
か
う
か
」
、
講
演
２
：
森
岡
孝
二

（
関
西
大
学
教
授
）
「
雇
用
改
革
と
限
定

正
社
員
」

▼
２
０
１
３
年
11
月
12
日
（
火
）

『
過
労
死
は
何
を
告
発
し
て
い
る
か
』
出

版
記
念
講
演
会
、
講
演
：
森
岡
孝
二
（
関

西
大
学
教
授
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
理
事
）
、

古
典
落
語
：
桂
福
点
（
落
語
家
）

▼
２
０
１
３
年
12
月
19
日
（
木
）

第
２
回
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
深
読
み
「
大
詰
め
を
迎

え
た
過
労
死
防
止
基
本
法
制
定
運
動
」
、

講
師
：
岩
城
穣
（
弁
護
士
・
阿
倍
野
法
律

事
務
所
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
理
事
）
、
寺
西

笑
子
（
全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

代
表
）

▼
２
０
１
４
年
３
月
23
日
（
日
）

ド
ッ
ト
オ
ル
グ
（
17
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
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こ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
活
動

上：設立総会にて

下：第18回つどい（浜さん）

上：出版記念会（森岡さん）

下：（桂さん）

上：第2回NEWS深読み（左から寺
西さん、森岡さん、岩城さん）
下：第2回NEWS深読みの風景



２
０
１
２
年
12
月
の
安
倍
政
権
誕
生
後
、

し
ば
ら
く
主
張
の
ト
ー
ン
を
抑
え
て
い
た

財
界
が
一
気
に
自
民
党
政
権
に
働
き
か
け

て
、
労
働
法
改
悪
を
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
（
こ
の
点
の
詳
細
な
分
析
は
、

「
日
本
の
雇
用
が
危
な
い
（
安
倍
政
権

「
労
働
規
制
緩
和
」
批
判
）
」
（
旬
報
社

２
０
１
４
）
に
詳
し
い
。
）
。

労
契
法
18
条
は
5
年
で
有
期
契
約
労
働

者
に
無
期
転
換
申
込
権
を
与
え
て
い
る
が
、

い
ま
だ
に
申
込
権
を
取
得
し
た
者
が
誰
も

い
な
い
中
で
、
科
学
技
術
研
究
者
・
技
術

者
ら
に
つ
い
て
は
転
換
申
込
権
の
発
生
を

10
年
に
延
長
す
る
法
改
正
が
既
に
行
わ
れ

た
。次

に
狙
わ
れ
る
労
働
者
派
遣
法
全
面
改

正
も
、
派
遣
労
働
者
の
受
入
れ
期
限
を
職

場
単
位
で
は
な
く
人
単
位
と
す
る
こ
と
で
、

常
用
代
替
の
禁
止
と
い
う
法
理
念
さ
え
捨

て
て
、
人
を
入
れ
替
え
な
が
ら
派
遣
労
働

者
を
使
い
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
議
論
が
続
い
て
い
る
「
ジ
ョ

ブ
型
（
限
定
）
正
社
員
」
（
職
務
、
勤
務

地
、
労
働
時
間
の
い
ず
れ
か
が
限
定
さ
れ

た
正
社
員
）
制
度
も
、
非
正
規
労
働
者
の

待
遇
改
善
と
い
う
表
向
き
の
理
由
を
見
せ

な
が
ら
、
そ
の
裏
で
は
整
理
解
雇
４
要
件

（
と
り
わ
け
解
雇
回
避
努
力
）
の
緩
和
、

現
在
の
正
社
員
を
無
限
定
正
社
員
と
限
定

正
社
員
に
区
分
け
し
て
、
職
務
や
勤
務
場

所
の
変
更
が
な
い
こ
と
の
代
償
と
し
て
賃

金
を
引
下
げ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
（
そ

の
陰
で
無
限
定
正
社
員
は
過
労
死
と
背
中

合
わ
せ
の
労
働
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
こ
と
に
も
触
れ
て
お
く
）
。

そ
の
他
に
も
特
区
制
度
を
悪
用
し
た
解

雇
規
制
の
緩
和
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ

グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
を
再
び
持
ち
出
し
て
労

働
時
間
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
も
狙
わ
れ

て
い
る
。

日
本
は
こ
の
30
年
、
規
制
緩
和
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
企
業
が
人
件
費
を
圧
縮
す

る
こ
と
で
短
期
的
な
儲
け
を
一
時
的
に
確

保
し
つ
つ
、
国
民
の
購
買
力
を
低
下
さ
せ

続
け
て
き
た
。
購
買
力
の
落
ち
た
国
民
は

安
価
な
製
品
を
よ
り
強
く
求
め
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
こ
と
が
日
本
企
業
の
不
振
に

拍
車
を
か
け
た
。
今
必
要
な
の
は
さ
ら
な

る
規
制
緩
和
で
は
な
く
、
労
働
者
保
護
と

労
働
者
の
購
買
力
回
復
に
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。

我
々
も
労
働
法
制
を
め
ぐ
る
矢
継
ぎ
早

の
動
き
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
運
動
を
構

築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
）

（
弁
護
士
・
京
橋
法
律
事
務
所
）
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最
近
の
労
働
法
改
悪
の
動
き
を

（
ご
く
簡
単
に
）
整
理
す
る

楠

晋
一

私
は
大
阪
の
あ
る
専
門
学
校
で
「
現
代

社
会
」
と
い
う
講
義
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
は
介
護
福
祉
士
養
成
を
専
門
と

し
て
お
り
、
卒
業
生
の
多
く
が
介
護
業
界

に
就
職
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
で
も
う
４

年
目
に
な
る
の
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
上

は
50
歳
代
か
ら
下
は
10
代
ま
で
と
多
彩
で

す
。
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
専
門
学
校

に
入
学
し
た
子
、
転
職
を
考
え
て
の
学
び

直
し
、
雇
用
保
険
の
職
業
訓
練
生
等
々
。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
年
齢
の
学
生
が
混

在
す
る
中
で
、
私
は
経
済
学
の
基
本
か
ら

国
際
金
融
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
販
売
戦
略

の
裏
側
な
ど
も
教
え
て
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
メ
イ
ン
は
な
ん
と
い
っ
て
も
労
働
問

題
で
す
。
産
業
・
職
業
分
類
の
あ
ら
ま
し

か
ら
、
正
社
員
・
非
正
社
員
の
働
き
方
、

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

へ
の
対
応
、
労
働
相
談
と
申
告
制
度
、
そ

の
他
雇
用
保
険
や
生
活
保
護
な
ど
の
し
く

み
か
ら
活
用
法
ま
で
、
そ
の
時
々
の
社
会

的
な
関
心
事
項
も
ふ
ま
え
な
が
ら
講
義
を

進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
と
く
に
私
が
重
視
し
て
い

る
の
は
制
度
の
活
用
法
で
す
。
例
え
ば
、

失
業
し
た
と
き
に
は
国
民
健
康
保
険
の
減

額
規
定
が
あ
る
、
働
き
過
ぎ
で
死
に
そ
う

に
な
っ
た
ら
過
労
死
１
１
０
番
に
電
話
し

て
み
る
、
な
ど
で
す
。

私
は
常
々
学
生
た
ち
に
、
「
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
必
ず
相
談
で
き
る
機
関
が

あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
せ
よ
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
労
働

法
や
雇
用
保
険
法
な
ど
の
体
系
的
な
知
識

を
勉
強
し
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
解
雇
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
失
業
な
ど
、
何
か
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
時
に
は
、
必
ず
自
分
に
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
る
人
（
機
関
）
が
い
る
。

と
に
か
く
、
そ
の
こ
と
さ
え
覚
え
て
お
け

ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
処
は
で
き
る
。

そ
う
言
っ
て
、
そ
の
場
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
わ
せ
て
検
索
し
て
も
ら
う
こ
と
も

し
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
の
学
生
た
ち
は
、
最
初
は
労

働
法
の
ロ
の
字
も
聞
い
た
こ
と
な
い
と
い

う
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な
子
た
ち

が
授
業
も
終
盤
に
近
づ
い
て
く
る
と
、
自

然
と
会
話
の
中
で
「
そ
れ
っ
て
労
働
基
準

法
の
あ
れ
で
し
ょ
？
残
業
っ
て
25
％
？
先

生
、
う
ち
の
バ
イ
ト
最
賃
以
下
や
っ
て
ん
」

と
話
を
し
て
く
る
。
ほ
ん
の
少
し
の
知
識

さ
え
あ
れ
ば
、
「
声
を
上
げ
る
」
と
い
う

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
し
た
希
望
を
胸
に
、
今
後
も
私

な
り
の
労
働
教
育
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
）

（
関
西
大
学
院
生
）
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史



大
阪
市
政
と
大
阪
都
構
想
に
行
き
詰
ま
っ

た
橋
下
徹
大
阪
市
長
は
、
「
出
直
し
」
市

長
選
挙
に
打
っ
て
出
ま
し
た
が
、
勝
利
し

た
と
し
て
も
「
大
阪
都
構
想
」
実
現
の
展

望
は
開
か
れ
な
い
の
に
、
で
す
。

そ
の
橋
下
市
長
は
昨
年
9
月
に
、
政
府

が
募
集
し
て
い
る
「
国
家
戦
略
特
区
」
に

対
し
、
能
力
主
義
を
推
し
進
め
る
競
争
型

の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
特
区
」
案
を
、
大
阪
市

と
大
阪
府
が
共
同
で
内
閣
府
に
提
出
す
る

と
発
表
し
、
そ
の
内
容
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
「
維
新
八
策
」
に
書
か
れ
て
い
た
も

の
で
す
が
、
御
堂
筋
エ
リ
ア
に
進
出
す
る

企
業
に
対
し
、
労
働
者
に
一
定
の
報
酬
を

支
払
え
ば
、
労
働
時
間
の
規
制
を
緩
和
し
、

企
業
の
判
断
で
労
働
者
を
解
雇
し
や
す
く

す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

こ
れ
は
国
家
戦
略
特
区
の
お
先
棒
を
担

ご
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
特
区
構

想
は
労
働
法
制
緩
和
の
流
れ
の
中
で
本
格

化
し
て
い
ま
す
。
規
制
改
革
会
議
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
労
働
者
代
表
不
在
）
で

の
解
雇
の
規
制
緩
和
論
議
は
「
規
制
緩
和

が
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
」
「
日
本
は

過
剰
な
労
働
者
保
護
」
と
い
う
奇
想
天
外

な
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
解

雇
特
区
、
規
制
緩
和
特
区
は
労
働
者
の
生

存
権
と
勤
労
権
を
保
証
す
る
憲
法
違
反
そ

の
も
の
で
す
が
、
労
働
規
制
緩
和
論
議
は

「
産
業
競
争
力
強
化
法
」
で
も
論
議
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
財
界
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
長
年

に
渡
っ
て
求
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
第

２
次
安
倍
政
権
で
一
気
に
労
働
者
保
護
の

視
点
に
た
つ
労
働
法
に
穴
を
開
け
る
企
み

で
あ
り
、
今
日
の
労
働
政
治
の
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

労
働
規
制
緩
和
の
仕
掛
け
は
全
面
的
で

す
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
こ
れ
ま
で
と
違
っ

た
強
権
的
政
治
手
法
で
労
働
法
制
に
手
を

掛
け
て
き
た
こ
と
で
す
。

労
働
政
策
決
定
へ
の
検
討
と
審
議
は
、

政
労
使
の
３
者
構
成
で
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
労
省
政
策
局
が
準
備
し
、
研
究
者
に
よ

る
研
究
会
が
１
年
あ
ま
り
開
催
さ
れ
、
３

者
構
成
（
労
働
者
代
表
は
常
に
連
合
独
占
）

に
よ
る
審
議
も
同
じ
ほ
ど
の
時
間
を
か
け

て
開
催
さ
れ
、
法
案
骨
子
の
準
備
が
行
わ

れ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
国
際
労
働
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
基
準
に
従
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
３
年
上
限
撤
廃
の
労
働

者
派
遣
法
と
無
期
雇
用
へ
の
転
換
を
剥
奪

す
る
労
働
契
約
法
は
、
三
者
構
成
審
議
会

よ
り
も
規
制
改
革
会
議
（
雇
用
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
）
が
強
い
圧
力
を
か
け
て

い
た
も
の
で
、
異
様
な
法
案
準
備
過
程
で

あ
っ
た
こ
と
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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労
働
規
制
緩
和
に
み
る
労
働
政
治

服
部
信
一
郎

僕
は
何
と
か
生
き
て
い
け
て
い
ま
す
。

あ
な
た
さ
ま
の
お
か
げ
で

僕
は
何
と
か
元
気
に
暮
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。

思
え
ば
、
日
本
か
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
。

お
互
い
さ
ま
の
精
神
と

お
か
げ
さ
ま
の
精
神

僕
を
応
援
し
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

す
べ
て
の
方
々
に
、

僕
を
理
解
し
、

思
い
を
共
有
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

す
べ
て
の
方
々
に
、

心
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
。

さ
さ
や
か
だ
け
れ
ど
。

万
感
の
思
い
を
込
め
て

あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
。

理
想
と
現
実

理
想
と
現
実
。
そ
の
ふ
た
つ
を
近
づ
け
た
い
。

ど
ち
ら
を
動
か
し
ま
す
か
？

素
敵
な
世
界

傷
つ
い
た
と
き
、

い
ろ
ん
な
人
が
助
け
て
く
れ
た
。

傷
つ
い
た
と
き
、

い
ろ
ん
な
風
景
に
癒
さ
れ
た
。

犬
が
わ
ん
と
吠
え
、
猫
が
に
ゃ
ん
と
啼
き
、

鳥
が
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
と
鳴
く
。

暗
闇
で
、
は
じ
め
て

星
空
の
明
る
さ
に
気
付
く

都
会
の
明
る
さ
の
な
か
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
星
空
を

都
会
に
い
な
い
人
間
だ
け
が

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

暗
闇
の
中
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
間
こ
そ
が
、

世
界
で
い
ち
ば
ん
き
れ
い
な
星
空
を
見
る
こ

と
が
で
き
る

な
ん
て
素
敵
な
世
界
に

生
き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。

窓
を
開
け
れ
ば
新
鮮
な
空
気
が
入
っ
て
く
る

こ
の
空
気
は
、
何
万
年
も
前
か
ら
こ
の
星
を

循
環
し
続
け
た
歴
史
あ
る
空
気
な
ん
だ
な
ぁ
。

「
自
分
以
外
は
み
な
先
生
」
と
い
う
け
れ
ど
、

教
え
て
く
れ
る
の
は
人
間
に
限
ら
な
い
ん
だ

よ
ね

な
ん
て
素
敵
な
世
界
に

生
き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
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先
月
29
日
の
労
働
政
策
審
議
会
職
業
安

定
分
科
会
労
働
力
需
給
制
度
部
会
で
労
働

者
派
遣
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
建
議

採
択
で
は
、
労
働
者
側
委
員
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
の
決
定
と
い
う
強
引
な
や
り
方

で
し
た
。
そ
の
背
景
に
、
規
制
改
革
委
員

会
か
ら
の
強
力
な
圧
力
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
場
は
、
雇
用
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
で
厚
労
省
幹
部
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

し
た
。

今
や
、
内
閣
府
か
ら
の
意
向
を
無
視
で

き
な
い
労
働
行
政
の
実
態
に
あ
り
、
こ
の

よ
う
に
労
働
者
の
利
益
を
反
映
す
る
労
働

政
治
が
存
在
し
な
い
状
況
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

橋
下
、
安
倍
の
強
権
的
な
思
想
性
は
同

根
で
、
誤
っ
た
偏
狭
な
歴
史
認
識
が
問
題

視
さ
れ
ま
す
が
、
労
働
政
治
の
展
開
に
も

注
目
し
て
お
き
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
副
代
表
理
事
）

今
回
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、

継
続
交
渉
中
（
２
０
１
４
年
3
月
現
在
）

の
案
件
で
す
。

一
つ
は
、
あ
る
会
社
の
「
非
正
規
社
員

の
正
社
員
化
」
に
伴
う
退
職
金
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
で
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
労
使
交
渉
に
よ
っ

て
も
、
簡
単
に
、
非
正
規
の
正
社
員
化
が

実
現
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
会
社
と
の
間
で
、
数
年
来
、
ア
ル

バ
イ
ト
社
員
の
待
遇
改
善
と
正
社
員
化
交

渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
月
１
回
の
団

体
交
渉
を
定
例
化
し
、
月
給
（
時
給
）
の

昇
給
を
勝
ち
取
る
と
と
も
に
、
ボ
ー
ナ
ス

の
額
を
限
り
な
く
正
社
員
に
近
付
け
て
き

た
わ
け
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
財
務
諸
表
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
財
政
状
況
に
余
裕
が
あ
る
こ

と
（
儲
か
っ
て
い
る
こ
と
）
を
双
方
で
確

認
し
た
上
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
正
社
員
化

を
要
求
し
、
労
使
間
で
一
致
を
み
ま
し
た
。

本
件
の
場
合
は
、
彼
女
が
よ
く
働
く
従
業

員
で
あ
り
、
す
で
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
10
年

以
上
働
い
て
き
た
こ
と
、
会
社
の
財
政
状

況
に
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
重
な
っ

た
上
で
の
僥
倖(

ぎ
ょ
う
こ
う)

で
し
た
。

さ
ら
に
、
（
従
業
員
10
人
未
満
の
事
業

所
で
あ
っ
た
た
め
本
来
は
就
業
規
則
を
作
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働
き
方
の
明
日
は
ど
っ
ち
だ
！
？
～
労
働
相
談
の
現
場
か
ら(

１)

退
職
金
制
度
か
ら
見
る

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
ホ
ワ
イ
ト
企
業

北
出

茂

～
日
本
語
は
繊
細
で
美
し
い
～

外
国
語
を
学
ぶ
の
が
ブ
ー
ム
ら
し
い
。

で
も
、
日
本
語
ほ
ど
繊
細
で
美
し
い
こ
と

ば
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
メ

リ
カ
で
も
イ
ギ
リ
ス
で
も
中
国
で
も
「
ひ

た
ひ
た
」
な
ん
て
歩
け
な
い
し
。

日
本
で
し
か
「
し
と
し
と
」
雨
は
降
ら

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
「
艶
妖
」

（
え
ん
よ
う
）
に
も
ぴ
た
り
と
す
る
訳
語

は
な
い
。
日
本
語
に
は
翻
訳
が
困
難
な
情

緒
あ
ふ
れ
る
言
葉
た
ち
が
、
生
活
を
彩
っ

て
い
る
。
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
愛
す
る

世
界
観
。
自
分
と
い
う
存
在
す
ら
自
然
の

一
部
に
過
ぎ
ず
、
今
と
言
う
時
代
す
ら
、

歴
史
の
大
河
の
中
の
現
在
位
置
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
お
お
ら
か
な
世
界
観
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
つ
れ
づ
れ
な
る

ま
ま
に
ひ
く
ら
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い

て
心
に
移
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と
を
、
そ

こ
は
か
と
な
く
日
本
語
で
書
き
つ
づ
っ
て

い
き
ま
す
。

健
康
法
師
こ
と

吟
遊
詩
人
キ
タ
デ

昨
日
と
同
じ
自
分
は
い
な
い

受
け
身
の
生
き
方
を
す
る
の
で
は
な
く

捨
て
身
の
生
き
方
を
し
て
み
よ
う

自
分
を
試
す
た
め
に
・
・
・

世
界
中
探
し
て
も

昨
日
と
同
じ
自
分
は
い
な
い
の
だ
か
ら

昨
日
を
捨
て
さ
っ
た
の
だ
か
ら
、

今
日
の
自
分
は
新
し
い
自
分

温
泉

温
泉
大
好
き
！

あ
っ
た
か
く
て

気
持
ち
が
ホ
カ
ホ
カ

温
泉
に
入
る
と

気
持
ち
がO

N

に
な
る

「
Ｏ
Ｎ
泉
」

な
ん
ち
ゃ
っ
て

人
脈

動
脈
も
、
静
脈
も
、

す
べ
て
の
脈
は
、
心
臓
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と

脈
は
途
切
れ
て
し
ま
う
か
ら
。

あ
り
が
と
う
。

恥
ず
か
し
い
け
れ
ど
、
大
切
な
言
葉
。

感
謝
の
言
葉
。

あ
り
が
と
う
。

み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
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心
に
移
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と

健
康
法
師
（
吟
遊
詩
人
キ
タ
デ
）



成
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
）

将
来
的
な
こ
と
な
ど
を
考
え
て
、
就
業

規
則
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

就
業
規
則
の
作
成
に
つ
き
、
労
働
組
合

を
交
え
て
、
会
社
社
長
お
よ
び
会
社
側

社
労
士
と
の
間
で
、
何
度
も
内
容
面
に

つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

そ
の
席
に
お
い
て
、
当
事
者
で
あ
る

組
合
員
の
希
望
に
よ
り
、
ボ
ー
ナ
ス
と

退
職
金
制
度
を
導
入
し
、
規
則
に
も
明

記
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
退

職
金
に
つ
い
て
は
「
中
退
共
」
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。彼

女
も
「
正
社
員
」
に
な
れ
て
感
慨

も
ひ
と
し
お
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
仕
事

に
精
を
出
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
で
あ
る
Ｓ
社
に
つ
い
て
で
す
。S

社

で
は
８
時
間
労
働
で
は
な
く
11
時
間
連

続
勤
務
シ
フ
ト
と
い
う
過
酷
な
労
働
が

義
務
付
け
ら
れ
、
う
つ
病
ラ
イ
ン
、
過

労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
残
業
が
恒
常
的

に
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
会
社
の
求
人
案
内
に
は

福
利
厚
生
と
し
て
「
退
職
金
制
度
あ
り
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
題
は
そ
の
中
身
で
す
。
こ
の
会
社

の
退
職
金
制
度
は
、
従
業
員
を
「
生
命

保
険
」
（
満
期
年
齢
は
「
95
歳
」
）
に

加
入
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
退
職
時
に

解
約
し
、
解
約
返
戻
金
を
受
け
取
る
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か

も
、
従
業
員
の
死
亡
時
の
保
険
金
受
取

人
は
、
Ｓ
社
社
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
金
に
つ
い
て
も
、
加
入
１
年
目
は

会
社
が
負
担
す
る
が
、
２
年
目
か
ら
は

給
料
か
ら
天
引
き
が
な
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
だ
と
の
こ
と
で
す
（
最
初
の
１
年
だ

け
会
社
が
負
担
す
る
と
い
う
点
が
、
一

見
、
従
業
員
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
せ
る
点
で
巧
妙
で
す
）
。

し
か
し
、
退
職
金
と
い
う
の
は
、
功

労
報
償
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
、
給

料
の
後
払
い
的
な
性
格
を
併
有
す
る
も

の
の
は
ず
で
す
。
こ
の
会
社
の
退
職
金

制
度
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
自
分
が
か

け
た
保
険
金
の
解
約
返
戻
金
を
退
職
時

に
自
分
で
受
け
取
る
と
い
う
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態
は
、
こ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
に
も
現
れ
る
の
だ
な
ぁ
。

退
職
金
制
度
か
ら
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と

ホ
ワ
イ
ト
企
業
の
違
い
に
つ
い
て
、
考

え
さ
せ
ら
れ
た
一
件
で
し
た
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
）

（
地
域
労
組
お
お
さ
か
青
年
部
書
記
長
）
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混
在
す
る
た
め
に
、
子
供
が
「
こ
の
本

貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と
レ
ジ
兼
図
書
受

付
で
店
員
が
「
そ
れ
は
売
っ
て
い
る
本

で
す
」
と
や
り
取
り
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
図
書
を
読
み
な

が
ら
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
こ
と
を
う
た

い
文
句
に
商
売
を
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
は
創
造
の
場
所
で
あ
り
、
専
門
家
と

市
民
に
よ
っ
て
な
り
た
つ
場
所
で
、
小

布
施
や
伊
万
里
な
ど
全
国
自
治
体
で
優

れ
た
市
民
が
主
人
公
の
図
書
館
が
健
在

な
の
で
す
が
、
先
の
例
は
困
っ
た
も
の

で
す
。

も
う
一
つ
、
韓
国
（
ソ
ウ
ル
市
）
図

書
館
の
現
状
を
聞
き
ま
し
た
。
先
年
、

ソ
ウ
ル
市
長
と
も
懇
談
し
た
事
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
報
告

で
し
た
。
い
や
ぁ
ー
す
ご
い
、
あ
の
旧

ソ
ウ
ル
市
役
所
が
図
書
館
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
立
図
書
館
の
他
に
、

私
立
図
書
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
の

な
か
で
つ
く
ら
れ
子
供
た
ち
の
創
造
を

駆
り
立
て
て
い
る
現
状
を
知
り
ま
し
た
。

あ
の
冬
ソ
ナ
の
撮
影
場
と
な
っ
た
南
怡

島
（
海
に
浮
か
ぶ
島
）
を
所
有
す
る
カ

ン
・
ウ
ヒ
ョ
ン
は
島
を
図
書
館
に
し
て

し
ま
い
、
森
の
中
に
絵
本
が
置
か
れ
て

い
る
写
真
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

考
え
が
芽
生
え
ま
し
た
！
働
き
方A

S
U

N
E
T

事
務
所
に
、
「
楽
し
く
働
く
た
め
の

図
書
室
」
を
つ
く
る
こ
と
を
、
で
す
。

森
岡
先
生
が
大
学
研
究
室
に
あ
る
図
書

をA
SUNET

に
運
び
入
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
書
架
の
一
段
に
「
労

働
組
合
と
は
何
か
」
「
組
合
の
作
り
方
」

「
団
体
交
渉
の
仕
方
」
「
人
間
ら
し
い

労
働
時
間
」
な
ど
、
活
動
家
の
自
宅
に

眠
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
本
を
そ
ろ
え
る

の
で
す
。

A
S
U
N
E
T

は
学
生
・
青
年
社
会
人
へ
の

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
私

は
自
ら
が
考
え
、
発
言
で
き
る
労
働
者

と
市
民
が
い
っ
ぱ
い
現
れ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
「
楽
し
く
働
く
た
め

の
図
書
室
」
は
南
森
町
の
図
書
館
、
創

造
を
う
む
場
所
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
副
代
表
理
事
）
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「
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
社
会
に
影
響

を
与
え
、
目
標
を
達
成
で
き
う
る
非
暴
力

行
動
を
知
っ
て
い
る
限
り
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
い
く
つ
思
い
浮
か

ぶ
だ
ろ
う
か
。

署
名
、
選
挙
、
デ
モ
、
関
係
省
庁
へ
の

要
請
行
動
、
座
り
込
み
、
集
会
、
街
頭
演

説
、
国
会
議
員
へ
の
直
接
的
要
請
・
・
・
。

よ
く
使
わ
れ
る
手
法
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ

で
た
っ
た
の
9
個
で
あ
る
。
ア
ル
バ
ー
ト
・

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
研
究
所
で
、
独
裁
体

制
を
転
覆
さ
せ
て
き
た
民
主
的
運
動
の
研

究
家
で
あ
る
ジ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
プ
は
「
独

裁
体
制
か
ら
民
主
主
義
へ
」
（
ち
く
ま
学

芸
文
庫
）
の
巻
末
に
な
ん
と
１
９
８
も
の

「
非
暴
力
行
動
リ
ス
ト
」
を
掲
載
し
て
い

る
。

非
常
に
細
か
く
記
載
し
て
い
る
だ
け
と

も
と
れ
る
が
、
私
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

「
方
法
論
を
リ
ス
ト
化
す
る
」
と
い
う
ア

イ
デ
ア
で
あ
る
。
私
た
ち
は
普
段
何
か

「
お
か
し
い
」
と
考
え
た
と
き
と
ろ
う
と

す
る
行
動
の
種
類
が
非
常
に
限
定
的
に
な
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
の
だ
。
も
っ

と
も
っ
と
、
多
様
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

も
っ
と
も
っ
と
多
様
な
組
み
合
わ
せ
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
た
め
に
も
リ

ス
ト
化
し
て
、
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
最
適

な
行
動
を
選
択
で
き
れ
ば
、
よ
り
効
果
的

な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
感
じ
た
。

こ
の
書
籍
の
和
訳
本
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

は
「
権
力
に
対
抗
す
る
た
め
の
教
科
書
」

で
あ
る
。
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
で
も
中
心
人
物
ら
の
バ

イ
ブ
ル
と
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
書
籍
で

あ
る
。
こ
の
書
籍
が
バ
イ
ブ
ル
と
ま
で
注

目
さ
れ
た
の
は
非
暴
力
リ
ス
ト
が
あ
る
か

ら
だ
け
で
は
な
い
。
書
籍
の
中
で
「
暴
力
」

を
倫
理
的
・
道
義
的
な
側
面
か
ら
で
は
な

く
合
理
性
の
面
か
ら
と
る
べ
き
選
択
で
は

な
い
こ
と
を
説
得
的
に
書
い
て
い
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
「
武

力
ほ
ど
現
政
権
が
最
も
市
民
よ
り
優
位
に

立
て
る
戦
い
方
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

説
い
て
い
る
の
だ
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
ジ
ー
ン
・

シ
ャ
ー
プ
は
「
猿
の
主
人
の
寓
話
」
を
紹

介
し
て
、
権
力
と
は
民
衆
が
従
わ
な
け
れ

ば
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
。
い

か
に
権
力
を
持
っ
て
い
る
人
で
も
、
周
囲

の
人
が
権
力
者
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
、

権
力
者
に
は
な
れ
な
い
。
命
令
し
て
も
部

下
が
従
わ
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
の
が

権
力
者
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
そ
う
し

て
運
動
に
直
接
的
に
表
立
っ
て
関
わ
れ
な

い
人
た
ち
に
も
、
命
令
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

（
さ
ぼ
る
・
遅
延
さ
せ
る
）
な
ど
の
手
段

が
あ
る
こ
と
を
説
く
。
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民
主
主
義
の
作
法
リ
ス
ト
を
作
っ
て
み
た
い
。

中
嶌

聡

の
ほ
と
ん
ど
が
さ
ほ
ど
手
を
通
し
て
い

な
い
、
大
切
に
さ
れ
て
き
た
着
物
た
ち

で
す
。

こ
れ
ら
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
着
物
た

ち
が
廃
棄
さ
れ
ず
、
私
の
手
元
に
や
っ

て
き
た
ご
縁
を
あ
り
が
た
く
思
い
な
が

ら
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
私
の
着
物
を

娘
や
孫
が
受
け
継
い
で
く
れ
る
の
か
ど

う
か
、
そ
れ
が
気
が
か
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
）

私
は
、
「
吹
田
の
図
書
館
を
も
っ
と

よ
く
す
る
会
」
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
。

先
日
、
総
会
が
あ
り
ま
し
た
。
吹
田
市

立
図
書
館
の
現
場
報
告
で
は
、
維
新
系

市
長
の
も
と
で
心
配
が
絶
え
な
い
図
書

館
運
営
の
現
状
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
吹
田
市
は
か
所
に
図
書
館
が
あ

り
、
貸
出
冊
数
は
３
０
０
万
冊
を
こ
え

て
府
下
一
位
の
貸
出
と
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
、
職
員
７
９
人
（
非
常
勤
２
８

人
）
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
「
子
供
の
お
泊
り
図
書
館
」

も
実
施
し
て
い
る
な
ど
、
充
実
の
た
め

の
工
夫
に
感
心
し
ま
し
た
。

続
い
て
佐
賀
県
武
雄
市
図
書
館
の
視

察
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
実
は
全
国
的

で
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
身
はC

C
C

、

T
RC

な
ん
で
す
。CC

C

と
は
カ
ル
チ
ュ
ア
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
株
式
会
社

の
略
で
、T

R
C

と
は
株
式
会
社
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
が
共

同
事
業
体J

V

を
な
し
て
公
共
図
書
館
を

請
負
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。

武
雄
市
は
そ
の
先
端
例
の
ひ
と
つ
で
、

大
阪
の
松
原
市
で
も
検
討
が
始
ま
っ
て

い
る
ほ
ど
の
も
の
で
す
。
武
雄
市
図
書

館
の
場
合
は
蔦
屋
と
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

が
組
ん
で
、
司
書
を
配
置
せ
ず
に
本
屋

の
な
か
に
図
書
館
っ
て
や
り
方
で
す
。

流
行
作
家
の
本
や
映
画
本
が
前
に
置
か

れ
、
山
本
周
五
郎
な
ど
は
上
の
棚
に
置

か
れ
、
し
か
も
図
書
と
販
売
す
る
本
が
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楽
し
く
働
く
た
め
の
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４
月
か
ら
、
「.

O
r
g

（
ド
ッ
ト
オ
ル

グ
）
」
と
い
う
講
座
を
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ

に
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
オ
ル
グ
」
と
は
「O

r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n

」

で
非
営
利
組
織
や
単
に
組
織
、
「O

r
g
a
n

i
z
e
r

」
で
「
活
動
家
」
の
意
味
も
あ
る
。

日
本
社
会
に
お
い
て
非
暴
力
行
動
リ
ス

ト
を
現
場
か
ら
学
び
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
、
体
系
化
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き

る
講
座
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ジ
ー

ン
・
シ
ャ
ー
プ
ほ
ど
ま
と
め
上
げ
ら
れ

る
と
は
思
わ
な
い
が
、
日
本
の
制
度
に

お
け
る
非
暴
力
行
動
リ
ス
ト
を
体
系
的

に
つ
く
り
是
非
２
０
０
を
超
え
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
が
最
終
的
に

作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

体
系
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
社
会

の
枠
組
み
に
順
応
す
る
の
で
は
な
く
、

「
ど
う
や
っ
て
変
え
て
や
ろ
う
か
」
と

考
え
て
し
ま
う
よ
う
な
輪
を
広
げ
た
い
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
た
ら
ぼ
代
表
理
事
）
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新著紹介

ＰＯＳＳＥの事務局長でＡＳＵ-ＮＥＴの理事でも

ある川村遼平さんが新著を執筆されました。ひとつは

『若者を殺し続けるブラック企業の構造』（角川書店、

２０１４年２月、８００円）です。本書は、働き過ぎ

をキーワードに、私たちがなぜ働き過ぎに加担してし

まうのか、どうすれば働き過ぎが当たり前の社会を克

服することができるのかを考えていく、まさに目から

ウロコの書です。

もうひとつは『ＮＯと言えない若者がブラック企業に負けず働く方法』

（晶文社、２０１４年３月、１５００円）です。先の

書籍と同様に、ＰＯＳＳＥでの年間１０００件を超え

る労働相談から生まれた１冊です。特に本書では、Ｐ

ＯＳＳＥの実践から得られた知見（法律の知識とその

使い方）をもとに、若者が労働問題にぶつかったとき

にどのように対処すればよいかを解説したものです。

いずれも、現代日本におけるブラック企業の働かせ方

にＮＯを突きつける渾身の書です。ぜひ書店にてお買

い求めください。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
着
物
が
大
好
き
で
し

た
。
私
の
母
も
親
戚
の
叔
母
た
ち
も
み
ん

な
、
日
常
的
に
着
物
を
着
て
い
ま
し
た
の

で
、
大
人
に
な
っ
た
ら
着
物
を
た
く
さ
ん

着
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

母
は
姉
の
た
め
に
も
、
私
の
た
め
に
も
そ

れ
ぞ
れ
箪
笥
い
っ
ぱ
い
の
着
物
を
あ
つ
ら

え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
事
、

結
婚
、
子
育
て
の
怒
涛
の
よ
う
な
時
期
に

は
す
っ
か
り
そ
の
着
物
と
も
縁
遠
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
い
つ
か
、
き
っ
と
、

着
物
を
毎
日
着
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
切

な
る
願
望
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
願
い
が
か
な
っ
た
の
が
３
年
前
の

退
職
後
で
す
。

そ
し
て
、
日
常
的
に
着
物
を
着
る
よ
う

に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
着
物
は
日
本
人

の
知
恵
が
凝
縮
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
合
理

性
に
と
ん
だ
衣
服
で
あ
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
着
物
は
幅
36
～
8
セ
ン
チ
ほ
ど
の

細
長
い
布
か
ら
縫
製
さ
れ
ま
す
が
解
く
と

ま
た
も
と
の
姿
に
返
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

洋
服
の
裁
断
の
よ
う
に
必
要
で
な
い
と
こ

ろ
を
切
落
し
た
り
せ
ず
、
布
を
折
込
ん
で

い
ま
す
か
ら
身
体
の
変
化
に
応
じ
て
、
出

し
た
り
、
縫
い
こ
む
と
に
よ
っ
て
幅
や
丈

を
調
整
し
ま
す
。
縫
製
は
も
ち
ろ
ん
手
縫

い
で
す
。
着
物
は
縫
い
目
に
力
が
か
か
る

と
糸
が
ほ
ぐ
れ
る
た
め
、
布
が
裂
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
着
物
を
解
い
て
み
る

と
手
縫
の
妙
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
幾
度

も
洗
い
張
り
（
着
物
の
独
特
の
洗
濯
方
法
）

を
し
、
縫
直
す
こ
と
が
可
能
で
、
そ
の
た

び
に
着
物
が
甦
り
ま
す
。
何
世
代
も
着
つ

が
れ
て
、
い
よ
い
よ
布
が
へ
た
っ
て
き
た

と
き
に
は
布
団
側
に
し
た
り
、
雑
巾
に
し

た
り
、
小
物
に
な
っ
た
り
究
極
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
で
き
る
の
が
着
物
で
す
。

ま
た
、
洋
服
と
違
っ
て
、
身
体
が
開
放

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
着
物
を
着
続
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
見
し
ま
し
た
。
締
め

る
の
は
腰
ひ
も
だ
け
、
そ
れ
も
自
分
の
具

合
の
い
い
と
こ
ろ
で
締
め
ま
す
。
帯
も
気

持
ち
良
い
締
め
具
合
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
冬
は
暖
か
く
、
夏
は
さ
わ
や
か

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
き
ま
す
。

家
で
は
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
過
ご
し
ま
す
が
、
出
か
け
る
と

き
に
着
物
に
着
替
え
る
こ
と
で
ス
イ
ッ
チ

の
切
り
か
え
が
で
き
ま
す
。
家
で
も
外
で

も
ず
る
ず
る
と
同
じ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い

う
の
は
ど
う
も
性
に
合
わ
な
い
の
で
す
。

着
物
生
活
を
始
め
て
あ
ら
た
な
ご
縁
も

た
く
さ
ん
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

知
り
合
い
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
お

付
き
合
い
の
な
か
っ
た
方
か
ら
も
よ
く
着

物
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

季刊誌ＡＳＵＮＥＴ No.1

10

ご
縁
を
つ
な
ぐ
～
私
の
着
物
生
活

井
筒
百
子



十
把
一
絡
げ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

十
羽
一
烏
（
ジ
ッ
パ
ヒ
ト
ガ
ラ
ス
）
と
は

言
い
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
み
な
さ
ん
は

カ
ラ
ス
と
い
う
鳥
を
一
種
類
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

街
中
や
近
く
の
野
山
で
よ
く
見
る
の
は
、

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
（
57
cm
）
と
ハ
シ
ボ
ソ

ガ
ラ
ス
（
50
cm
）
の
二
種
類
で
す
。
こ
れ

く
ら
い
は
ご
存
じ
で
す
ね
。
し
か
し
、
実

は
、
バ
ー
ダ
ー
の
間
で
は
、
日
本
に
い
る

か
、
渡
っ
て
く
る
カ
ラ
ス
と
し
て
、
ほ
か

に
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス
（
47
cm
）
、
ワ
タ
リ
ガ

ラ
ス
（
63
cm
）
、
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
（
33

c
m

）
、
ホ
シ
ガ
ラ
ス
（
35
cm
）
、
カ
サ
サ

ギ
（
45
cm
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
、
北
海
道
に
渡
っ
て

き
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
観
光
名
所
、
ロ

ン
ド
ン
塔
の
守
護
鳥
と
し
て
有
名
で
す
。

特
徴
は
な
に
よ
り
も
大
き
さ
で
す
。
カ
ラ

ス
仲
間
で
は
最
大
級
で
、
63
cm
も
あ
り
ま

す
。
私
は
沖
縄
で
満
開
の
デ
イ
ゴ
の
樹
に

止
ま
る
オ
サ
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
を
見
ま
し

た
。
こ
れ
は
ハ
シ
ブ
ト
の
亜
種
で
す
が
、

大
き
さ
は
20
cm
以
上
も
小
さ
く
、
違
い
は

一
目
瞭
然
で
す
。
カ
サ
サ
ギ
（
別
名
カ
チ

ガ
ラ
ス
）
は
韓
国
で
は
吉
鳥
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
佐
賀
平
野
を
中
心
に
分
布
し
て
い

る
の
で
佐
賀
県
の
県
鳥
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
壺
井
栄
原
作
・
高
峯
秀
子

主
演
の
映
画
「
二
四
の
瞳
」
で
最
も
歌
わ

れ
、B

G
M

と
し
て
も
流
れ
る
の
は
よ
く
知

ら
れ
た
童
謡
「
七
つ
の
子
」
で
す
。
「
烏

な
ぜ
啼
く
の
」
で
始
ま
り
ま
す
が
、
な
ぜ

啼
く
の
で
し
ょ
う
か
？

「
カ
ラ
ス
の
勝

手
で
し
ょ
う
」
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

歌
で
は
可
愛
い
七
つ
の
子
が
い
る
か
ら
で

す
。し

か
し
、
ハ
シ
ブ
ト
も
ハ
シ
ボ
ソ
も
１

回
に
生
む
卵
は
5
個
ま
で
な
の
で
七
つ
の

子
が
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
詞
者

の
野
口
雨
情
が
こ
れ
を
作
っ
た
と
き
、
息

子
が
七
歳
だ
っ
た
の
で
七
つ
の
子
だ
と
い

う
珍
説
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
な
い
と
し

て
も
、
な
ぜ
七
羽
の
子
で
は
な
く
、
七
つ

の
子
な
の
で
し
ょ
う
ね
？

（
写
真
はW

i

k
i
pe
d
i
a

か
ら
借
用
し
ま
し
た
）

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｔ
代
表
理
事
）

（
関
西
大
学
経
済
学
部
教
授
）
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げ
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言
葉
が
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す
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烏
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ト
ガ
ラ
ス
）
と
は
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ま
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ん
。
と
は
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え
、
み
な
さ
ん
は

カ
ラ
ス
と
い
う
鳥
を
一
種
類
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

街
中
や
近
く
の
野
山
で
よ
く
見
る
の
は
、

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
（
57
cm
）
と
ハ
シ
ボ
ソ

ガ
ラ
ス
（
50
cm
）
の
二
種
類
で
す
。
こ
れ

く
ら
い
は
ご
存
じ
で
す
ね
。
し
か
し
、
実

は
、
バ
ー
ダ
ー
の
間
で
は
、
日
本
に
い
る

か
、
渡
っ
て
く
る
カ
ラ
ス
と
し
て
、
ほ
か

に
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス
（
47
cm
）
、
ワ
タ
リ
ガ

ラ
ス
（
63
cm
）
、
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
（
33

c
m

）
、
ホ
シ
ガ
ラ
ス
（
35
cm
）
、
カ
サ
サ

ギ
（
45
cm
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
、
北
海
道
に
渡
っ
て

き
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
観
光
名
所
、
ロ

ン
ド
ン
塔
の
守
護
鳥
と
し
て
有
名
で
す
。

特
徴
は
な
に
よ
り
も
大
き
さ
で
す
。
カ
ラ

ス
仲
間
で
は
最
大
級
で
、
63
cm
も
あ
り
ま

す
。
私
は
沖
縄
で
満
開
の
デ
イ
ゴ
の
樹
に

止
ま
る
オ
サ
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
を
見
ま
し

た
。
こ
れ
は
ハ
シ
ブ
ト
の
亜
種
で
す
が
、

大
き
さ
は
20
cm
以
上
も
小
さ
く
、
違
い
は

一
目
瞭
然
で
す
。
カ
サ
サ
ギ
（
別
名
カ
チ

ガ
ラ
ス
）
は
韓
国
で
は
吉
鳥
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
佐
賀
平
野
を
中
心
に
分
布
し
て
い

る
の
で
佐
賀
県
の
県
鳥
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
壺
井
栄
原
作
・
高
峯
秀
子

主
演
の
映
画
「
二
四
の
瞳
」
で
最
も
歌
わ

れ
、B

G
M

と
し
て
も
流
れ
る
の
は
よ
く
知

ら
れ
た
童
謡
「
七
つ
の
子
」
で
す
。
「
烏

な
ぜ
啼
く
の
」
で
始
ま
り
ま
す
が
、
な
ぜ

啼
く
の
で
し
ょ
う
か
？

「
カ
ラ
ス
の
勝

手
で
し
ょ
う
」
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

歌
で
は
可
愛
い
七
つ
の
子
が
い
る
か
ら
で

す
。し

か
し
、
ハ
シ
ブ
ト
も
ハ
シ
ボ
ソ
も
１

回
に
生
む
卵
は
5
個
ま
で
な
の
で
七
つ
の

子
が
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
詞
者

の
野
口
雨
情
が
こ
れ
を
作
っ
た
と
き
、
息

子
が
七
歳
だ
っ
た
の
で
七
つ
の
子
だ
と
い

う
珍
説
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
な
い
と
し

て
も
、
な
ぜ
七
羽
の
子
で
は
な
く
、
七
つ

の
子
な
の
で
し
ょ
う
ね
？

（
写
真
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i

k
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d
i
a

か
ら
借
用
し
ま
し
た
）

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
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Ｎ
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（
関
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部
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４
月
か
ら
、
「.

O
r
g

（
ド
ッ
ト
オ
ル

グ
）
」
と
い
う
講
座
を
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ

に
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
オ
ル
グ
」
と
は
「O

r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n

」

で
非
営
利
組
織
や
単
に
組
織
、
「O

r
g
a
n

i
z
e
r

」
で
「
活
動
家
」
の
意
味
も
あ
る
。

日
本
社
会
に
お
い
て
非
暴
力
行
動
リ
ス

ト
を
現
場
か
ら
学
び
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
、
体
系
化
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き

る
講
座
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ジ
ー

ン
・
シ
ャ
ー
プ
ほ
ど
ま
と
め
上
げ
ら
れ

る
と
は
思
わ
な
い
が
、
日
本
の
制
度
に

お
け
る
非
暴
力
行
動
リ
ス
ト
を
体
系
的

に
つ
く
り
是
非
２
０
０
を
超
え
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
が
最
終
的
に

作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

体
系
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
社
会

の
枠
組
み
に
順
応
す
る
の
で
は
な
く
、

「
ど
う
や
っ
て
変
え
て
や
ろ
う
か
」
と

考
え
て
し
ま
う
よ
う
な
輪
を
広
げ
た
い
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
た
ら
ぼ
代
表
理
事
）
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ある川村遼平さんが新著を執筆されました。ひとつは

『若者を殺し続けるブラック企業の構造』（角川書店、

２０１４年２月、８００円）です。本書は、働き過ぎ

をキーワードに、私たちがなぜ働き過ぎに加担してし

まうのか、どうすれば働き過ぎが当たり前の社会を克

服することができるのかを考えていく、まさに目から

ウロコの書です。

もうひとつは『ＮＯと言えない若者がブラック企業に負けず働く方法』

（晶文社、２０１４年３月、１５００円）です。先の

書籍と同様に、ＰＯＳＳＥでの年間１０００件を超え

る労働相談から生まれた１冊です。特に本書では、Ｐ

ＯＳＳＥの実践から得られた知見（法律の知識とその

使い方）をもとに、若者が労働問題にぶつかったとき

にどのように対処すればよいかを解説したものです。

いずれも、現代日本におけるブラック企業の働かせ方

にＮＯを突きつける渾身の書です。ぜひ書店にてお買

い求めください。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
着
物
が
大
好
き
で
し

た
。
私
の
母
も
親
戚
の
叔
母
た
ち
も
み
ん

な
、
日
常
的
に
着
物
を
着
て
い
ま
し
た
の

で
、
大
人
に
な
っ
た
ら
着
物
を
た
く
さ
ん

着
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

母
は
姉
の
た
め
に
も
、
私
の
た
め
に
も
そ

れ
ぞ
れ
箪
笥
い
っ
ぱ
い
の
着
物
を
あ
つ
ら

え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
事
、

結
婚
、
子
育
て
の
怒
涛
の
よ
う
な
時
期
に

は
す
っ
か
り
そ
の
着
物
と
も
縁
遠
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
い
つ
か
、
き
っ
と
、

着
物
を
毎
日
着
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
切

な
る
願
望
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
願
い
が
か
な
っ
た
の
が
３
年
前
の

退
職
後
で
す
。

そ
し
て
、
日
常
的
に
着
物
を
着
る
よ
う

に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
着
物
は
日
本
人

の
知
恵
が
凝
縮
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
合
理

性
に
と
ん
だ
衣
服
で
あ
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
着
物
は
幅
36
～
8
セ
ン
チ
ほ
ど
の

細
長
い
布
か
ら
縫
製
さ
れ
ま
す
が
解
く
と

ま
た
も
と
の
姿
に
返
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

洋
服
の
裁
断
の
よ
う
に
必
要
で
な
い
と
こ

ろ
を
切
落
し
た
り
せ
ず
、
布
を
折
込
ん
で

い
ま
す
か
ら
身
体
の
変
化
に
応
じ
て
、
出

し
た
り
、
縫
い
こ
む
と
に
よ
っ
て
幅
や
丈

を
調
整
し
ま
す
。
縫
製
は
も
ち
ろ
ん
手
縫

い
で
す
。
着
物
は
縫
い
目
に
力
が
か
か
る

と
糸
が
ほ
ぐ
れ
る
た
め
、
布
が
裂
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
着
物
を
解
い
て
み
る

と
手
縫
の
妙
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
幾
度

も
洗
い
張
り
（
着
物
の
独
特
の
洗
濯
方
法
）

を
し
、
縫
直
す
こ
と
が
可
能
で
、
そ
の
た

び
に
着
物
が
甦
り
ま
す
。
何
世
代
も
着
つ

が
れ
て
、
い
よ
い
よ
布
が
へ
た
っ
て
き
た

と
き
に
は
布
団
側
に
し
た
り
、
雑
巾
に
し

た
り
、
小
物
に
な
っ
た
り
究
極
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
で
き
る
の
が
着
物
で
す
。

ま
た
、
洋
服
と
違
っ
て
、
身
体
が
開
放

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
着
物
を
着
続
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
見
し
ま
し
た
。
締
め

る
の
は
腰
ひ
も
だ
け
、
そ
れ
も
自
分
の
具

合
の
い
い
と
こ
ろ
で
締
め
ま
す
。
帯
も
気

持
ち
良
い
締
め
具
合
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
冬
は
暖
か
く
、
夏
は
さ
わ
や
か

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
き
ま
す
。

家
で
は
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
過
ご
し
ま
す
が
、
出
か
け
る
と

き
に
着
物
に
着
替
え
る
こ
と
で
ス
イ
ッ
チ

の
切
り
か
え
が
で
き
ま
す
。
家
で
も
外
で

も
ず
る
ず
る
と
同
じ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い

う
の
は
ど
う
も
性
に
合
わ
な
い
の
で
す
。

着
物
生
活
を
始
め
て
あ
ら
た
な
ご
縁
も

た
く
さ
ん
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

知
り
合
い
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
お

付
き
合
い
の
な
か
っ
た
方
か
ら
も
よ
く
着

物
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
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「
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
社
会
に
影
響

を
与
え
、
目
標
を
達
成
で
き
う
る
非
暴
力

行
動
を
知
っ
て
い
る
限
り
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
い
く
つ
思
い
浮
か

ぶ
だ
ろ
う
か
。

署
名
、
選
挙
、
デ
モ
、
関
係
省
庁
へ
の

要
請
行
動
、
座
り
込
み
、
集
会
、
街
頭
演

説
、
国
会
議
員
へ
の
直
接
的
要
請
・
・
・
。

よ
く
使
わ
れ
る
手
法
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ

で
た
っ
た
の
9
個
で
あ
る
。
ア
ル
バ
ー
ト
・

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
研
究
所
で
、
独
裁
体

制
を
転
覆
さ
せ
て
き
た
民
主
的
運
動
の
研

究
家
で
あ
る
ジ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
プ
は
「
独

裁
体
制
か
ら
民
主
主
義
へ
」
（
ち
く
ま
学

芸
文
庫
）
の
巻
末
に
な
ん
と
１
９
８
も
の

「
非
暴
力
行
動
リ
ス
ト
」
を
掲
載
し
て
い

る
。

非
常
に
細
か
く
記
載
し
て
い
る
だ
け
と

も
と
れ
る
が
、
私
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

「
方
法
論
を
リ
ス
ト
化
す
る
」
と
い
う
ア

イ
デ
ア
で
あ
る
。
私
た
ち
は
普
段
何
か

「
お
か
し
い
」
と
考
え
た
と
き
と
ろ
う
と

す
る
行
動
の
種
類
が
非
常
に
限
定
的
に
な
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
の
だ
。
も
っ

と
も
っ
と
、
多
様
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

も
っ
と
も
っ
と
多
様
な
組
み
合
わ
せ
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
た
め
に
も
リ

ス
ト
化
し
て
、
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
最
適

な
行
動
を
選
択
で
き
れ
ば
、
よ
り
効
果
的

な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
感
じ
た
。

こ
の
書
籍
の
和
訳
本
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

は
「
権
力
に
対
抗
す
る
た
め
の
教
科
書
」

で
あ
る
。
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
で
も
中
心
人
物
ら
の
バ

イ
ブ
ル
と
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
書
籍
で

あ
る
。
こ
の
書
籍
が
バ
イ
ブ
ル
と
ま
で
注

目
さ
れ
た
の
は
非
暴
力
リ
ス
ト
が
あ
る
か

ら
だ
け
で
は
な
い
。
書
籍
の
中
で
「
暴
力
」

を
倫
理
的
・
道
義
的
な
側
面
か
ら
で
は
な

く
合
理
性
の
面
か
ら
と
る
べ
き
選
択
で
は

な
い
こ
と
を
説
得
的
に
書
い
て
い
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
「
武

力
ほ
ど
現
政
権
が
最
も
市
民
よ
り
優
位
に

立
て
る
戦
い
方
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

説
い
て
い
る
の
だ
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
ジ
ー
ン
・

シ
ャ
ー
プ
は
「
猿
の
主
人
の
寓
話
」
を
紹

介
し
て
、
権
力
と
は
民
衆
が
従
わ
な
け
れ

ば
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
。
い

か
に
権
力
を
持
っ
て
い
る
人
で
も
、
周
囲

の
人
が
権
力
者
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
、

権
力
者
に
は
な
れ
な
い
。
命
令
し
て
も
部

下
が
従
わ
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
の
が

権
力
者
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
そ
う
し

て
運
動
に
直
接
的
に
表
立
っ
て
関
わ
れ
な

い
人
た
ち
に
も
、
命
令
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

（
さ
ぼ
る
・
遅
延
さ
せ
る
）
な
ど
の
手
段

が
あ
る
こ
と
を
説
く
。
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民
主
主
義
の
作
法
リ
ス
ト
を
作
っ
て
み
た
い
。

中
嶌

聡

の
ほ
と
ん
ど
が
さ
ほ
ど
手
を
通
し
て
い

な
い
、
大
切
に
さ
れ
て
き
た
着
物
た
ち

で
す
。

こ
れ
ら
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
着
物
た

ち
が
廃
棄
さ
れ
ず
、
私
の
手
元
に
や
っ

て
き
た
ご
縁
を
あ
り
が
た
く
思
い
な
が

ら
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
私
の
着
物
を

娘
や
孫
が
受
け
継
い
で
く
れ
る
の
か
ど

う
か
、
そ
れ
が
気
が
か
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
）

私
は
、
「
吹
田
の
図
書
館
を
も
っ
と

よ
く
す
る
会
」
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
。

先
日
、
総
会
が
あ
り
ま
し
た
。
吹
田
市

立
図
書
館
の
現
場
報
告
で
は
、
維
新
系

市
長
の
も
と
で
心
配
が
絶
え
な
い
図
書

館
運
営
の
現
状
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
吹
田
市
は
か
所
に
図
書
館
が
あ

り
、
貸
出
冊
数
は
３
０
０
万
冊
を
こ
え

て
府
下
一
位
の
貸
出
と
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
、
職
員
７
９
人
（
非
常
勤
２
８

人
）
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
「
子
供
の
お
泊
り
図
書
館
」

も
実
施
し
て
い
る
な
ど
、
充
実
の
た
め

の
工
夫
に
感
心
し
ま
し
た
。

続
い
て
佐
賀
県
武
雄
市
図
書
館
の
視

察
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
実
は
全
国
的

で
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
身
はC

C
C

、

T
RC

な
ん
で
す
。CC

C

と
は
カ
ル
チ
ュ
ア
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
株
式
会
社

の
略
で
、T

R
C

と
は
株
式
会
社
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
が
共

同
事
業
体J

V

を
な
し
て
公
共
図
書
館
を

請
負
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。

武
雄
市
は
そ
の
先
端
例
の
ひ
と
つ
で
、

大
阪
の
松
原
市
で
も
検
討
が
始
ま
っ
て

い
る
ほ
ど
の
も
の
で
す
。
武
雄
市
図
書

館
の
場
合
は
蔦
屋
と
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

が
組
ん
で
、
司
書
を
配
置
せ
ず
に
本
屋

の
な
か
に
図
書
館
っ
て
や
り
方
で
す
。

流
行
作
家
の
本
や
映
画
本
が
前
に
置
か

れ
、
山
本
周
五
郎
な
ど
は
上
の
棚
に
置

か
れ
、
し
か
も
図
書
と
販
売
す
る
本
が
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成
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
）

将
来
的
な
こ
と
な
ど
を
考
え
て
、
就
業

規
則
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

就
業
規
則
の
作
成
に
つ
き
、
労
働
組
合

を
交
え
て
、
会
社
社
長
お
よ
び
会
社
側

社
労
士
と
の
間
で
、
何
度
も
内
容
面
に

つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

そ
の
席
に
お
い
て
、
当
事
者
で
あ
る

組
合
員
の
希
望
に
よ
り
、
ボ
ー
ナ
ス
と

退
職
金
制
度
を
導
入
し
、
規
則
に
も
明

記
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
退

職
金
に
つ
い
て
は
「
中
退
共
」
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。彼

女
も
「
正
社
員
」
に
な
れ
て
感
慨

も
ひ
と
し
お
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
仕
事

に
精
を
出
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
で
あ
る
Ｓ
社
に
つ
い
て
で
す
。S

社

で
は
８
時
間
労
働
で
は
な
く
11
時
間
連

続
勤
務
シ
フ
ト
と
い
う
過
酷
な
労
働
が

義
務
付
け
ら
れ
、
う
つ
病
ラ
イ
ン
、
過

労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
残
業
が
恒
常
的

に
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
会
社
の
求
人
案
内
に
は

福
利
厚
生
と
し
て
「
退
職
金
制
度
あ
り
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
題
は
そ
の
中
身
で
す
。
こ
の
会
社

の
退
職
金
制
度
は
、
従
業
員
を
「
生
命

保
険
」
（
満
期
年
齢
は
「
95
歳
」
）
に

加
入
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
退
職
時
に

解
約
し
、
解
約
返
戻
金
を
受
け
取
る
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か

も
、
従
業
員
の
死
亡
時
の
保
険
金
受
取

人
は
、
Ｓ
社
社
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
金
に
つ
い
て
も
、
加
入
１
年
目
は

会
社
が
負
担
す
る
が
、
２
年
目
か
ら
は

給
料
か
ら
天
引
き
が
な
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
だ
と
の
こ
と
で
す
（
最
初
の
１
年
だ

け
会
社
が
負
担
す
る
と
い
う
点
が
、
一

見
、
従
業
員
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
せ
る
点
で
巧
妙
で
す
）
。

し
か
し
、
退
職
金
と
い
う
の
は
、
功

労
報
償
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
、
給

料
の
後
払
い
的
な
性
格
を
併
有
す
る
も

の
の
は
ず
で
す
。
こ
の
会
社
の
退
職
金

制
度
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
自
分
が
か

け
た
保
険
金
の
解
約
返
戻
金
を
退
職
時

に
自
分
で
受
け
取
る
と
い
う
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態
は
、
こ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
に
も
現
れ
る
の
だ
な
ぁ
。

退
職
金
制
度
か
ら
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と

ホ
ワ
イ
ト
企
業
の
違
い
に
つ
い
て
、
考

え
さ
せ
ら
れ
た
一
件
で
し
た
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
）

（
地
域
労
組
お
お
さ
か
青
年
部
書
記
長
）
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混
在
す
る
た
め
に
、
子
供
が
「
こ
の
本

貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と
レ
ジ
兼
図
書
受

付
で
店
員
が
「
そ
れ
は
売
っ
て
い
る
本

で
す
」
と
や
り
取
り
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
図
書
を
読
み
な

が
ら
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
こ
と
を
う
た

い
文
句
に
商
売
を
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
は
創
造
の
場
所
で
あ
り
、
専
門
家
と

市
民
に
よ
っ
て
な
り
た
つ
場
所
で
、
小

布
施
や
伊
万
里
な
ど
全
国
自
治
体
で
優

れ
た
市
民
が
主
人
公
の
図
書
館
が
健
在

な
の
で
す
が
、
先
の
例
は
困
っ
た
も
の

で
す
。

も
う
一
つ
、
韓
国
（
ソ
ウ
ル
市
）
図

書
館
の
現
状
を
聞
き
ま
し
た
。
先
年
、

ソ
ウ
ル
市
長
と
も
懇
談
し
た
事
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
報
告

で
し
た
。
い
や
ぁ
ー
す
ご
い
、
あ
の
旧

ソ
ウ
ル
市
役
所
が
図
書
館
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
立
図
書
館
の
他
に
、

私
立
図
書
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
の

な
か
で
つ
く
ら
れ
子
供
た
ち
の
創
造
を

駆
り
立
て
て
い
る
現
状
を
知
り
ま
し
た
。

あ
の
冬
ソ
ナ
の
撮
影
場
と
な
っ
た
南
怡

島
（
海
に
浮
か
ぶ
島
）
を
所
有
す
る
カ

ン
・
ウ
ヒ
ョ
ン
は
島
を
図
書
館
に
し
て

し
ま
い
、
森
の
中
に
絵
本
が
置
か
れ
て

い
る
写
真
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

考
え
が
芽
生
え
ま
し
た
！
働
き
方A

S
U

N
E
T

事
務
所
に
、
「
楽
し
く
働
く
た
め
の

図
書
室
」
を
つ
く
る
こ
と
を
、
で
す
。

森
岡
先
生
が
大
学
研
究
室
に
あ
る
図
書

をA
SUNET

に
運
び
入
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
書
架
の
一
段
に
「
労

働
組
合
と
は
何
か
」
「
組
合
の
作
り
方
」

「
団
体
交
渉
の
仕
方
」
「
人
間
ら
し
い

労
働
時
間
」
な
ど
、
活
動
家
の
自
宅
に

眠
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
本
を
そ
ろ
え
る

の
で
す
。

A
S
U
N
E
T

は
学
生
・
青
年
社
会
人
へ
の

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
私

は
自
ら
が
考
え
、
発
言
で
き
る
労
働
者

と
市
民
が
い
っ
ぱ
い
現
れ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
「
楽
し
く
働
く
た
め

の
図
書
室
」
は
南
森
町
の
図
書
館
、
創

造
を
う
む
場
所
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
副
代
表
理
事
）
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先
月
29
日
の
労
働
政
策
審
議
会
職
業
安

定
分
科
会
労
働
力
需
給
制
度
部
会
で
労
働

者
派
遣
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
建
議

採
択
で
は
、
労
働
者
側
委
員
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
の
決
定
と
い
う
強
引
な
や
り
方

で
し
た
。
そ
の
背
景
に
、
規
制
改
革
委
員

会
か
ら
の
強
力
な
圧
力
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
場
は
、
雇
用
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
で
厚
労
省
幹
部
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

し
た
。

今
や
、
内
閣
府
か
ら
の
意
向
を
無
視
で

き
な
い
労
働
行
政
の
実
態
に
あ
り
、
こ
の

よ
う
に
労
働
者
の
利
益
を
反
映
す
る
労
働

政
治
が
存
在
し
な
い
状
況
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

橋
下
、
安
倍
の
強
権
的
な
思
想
性
は
同

根
で
、
誤
っ
た
偏
狭
な
歴
史
認
識
が
問
題

視
さ
れ
ま
す
が
、
労
働
政
治
の
展
開
に
も

注
目
し
て
お
き
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
副
代
表
理
事
）

今
回
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、

継
続
交
渉
中
（
２
０
１
４
年
3
月
現
在
）

の
案
件
で
す
。

一
つ
は
、
あ
る
会
社
の
「
非
正
規
社
員

の
正
社
員
化
」
に
伴
う
退
職
金
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
で
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
労
使
交
渉
に
よ
っ

て
も
、
簡
単
に
、
非
正
規
の
正
社
員
化
が

実
現
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
会
社
と
の
間
で
、
数
年
来
、
ア
ル

バ
イ
ト
社
員
の
待
遇
改
善
と
正
社
員
化
交

渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
月
１
回
の
団

体
交
渉
を
定
例
化
し
、
月
給
（
時
給
）
の

昇
給
を
勝
ち
取
る
と
と
も
に
、
ボ
ー
ナ
ス

の
額
を
限
り
な
く
正
社
員
に
近
付
け
て
き

た
わ
け
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
財
務
諸
表
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
財
政
状
況
に
余
裕
が
あ
る
こ

と
（
儲
か
っ
て
い
る
こ
と
）
を
双
方
で
確

認
し
た
上
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
正
社
員
化

を
要
求
し
、
労
使
間
で
一
致
を
み
ま
し
た
。

本
件
の
場
合
は
、
彼
女
が
よ
く
働
く
従
業

員
で
あ
り
、
す
で
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
10
年

以
上
働
い
て
き
た
こ
と
、
会
社
の
財
政
状

況
に
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
重
な
っ

た
上
で
の
僥
倖(

ぎ
ょ
う
こ
う)

で
し
た
。

さ
ら
に
、
（
従
業
員
10
人
未
満
の
事
業

所
で
あ
っ
た
た
め
本
来
は
就
業
規
則
を
作
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働
き
方
の
明
日
は
ど
っ
ち
だ
！
？
～
労
働
相
談
の
現
場
か
ら(

１)

退
職
金
制
度
か
ら
見
る

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
ホ
ワ
イ
ト
企
業

北
出

茂

～
日
本
語
は
繊
細
で
美
し
い
～

外
国
語
を
学
ぶ
の
が
ブ
ー
ム
ら
し
い
。

で
も
、
日
本
語
ほ
ど
繊
細
で
美
し
い
こ
と

ば
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
メ

リ
カ
で
も
イ
ギ
リ
ス
で
も
中
国
で
も
「
ひ

た
ひ
た
」
な
ん
て
歩
け
な
い
し
。

日
本
で
し
か
「
し
と
し
と
」
雨
は
降
ら

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
「
艶
妖
」

（
え
ん
よ
う
）
に
も
ぴ
た
り
と
す
る
訳
語

は
な
い
。
日
本
語
に
は
翻
訳
が
困
難
な
情

緒
あ
ふ
れ
る
言
葉
た
ち
が
、
生
活
を
彩
っ

て
い
る
。
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
愛
す
る

世
界
観
。
自
分
と
い
う
存
在
す
ら
自
然
の

一
部
に
過
ぎ
ず
、
今
と
言
う
時
代
す
ら
、

歴
史
の
大
河
の
中
の
現
在
位
置
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
お
お
ら
か
な
世
界
観
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
つ
れ
づ
れ
な
る

ま
ま
に
ひ
く
ら
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い

て
心
に
移
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と
を
、
そ

こ
は
か
と
な
く
日
本
語
で
書
き
つ
づ
っ
て

い
き
ま
す
。

健
康
法
師
こ
と

吟
遊
詩
人
キ
タ
デ

昨
日
と
同
じ
自
分
は
い
な
い

受
け
身
の
生
き
方
を
す
る
の
で
は
な
く

捨
て
身
の
生
き
方
を
し
て
み
よ
う

自
分
を
試
す
た
め
に
・
・
・

世
界
中
探
し
て
も

昨
日
と
同
じ
自
分
は
い
な
い
の
だ
か
ら

昨
日
を
捨
て
さ
っ
た
の
だ
か
ら
、

今
日
の
自
分
は
新
し
い
自
分

温
泉

温
泉
大
好
き
！

あ
っ
た
か
く
て

気
持
ち
が
ホ
カ
ホ
カ

温
泉
に
入
る
と

気
持
ち
がO

N

に
な
る

「
Ｏ
Ｎ
泉
」

な
ん
ち
ゃ
っ
て

人
脈

動
脈
も
、
静
脈
も
、

す
べ
て
の
脈
は
、
心
臓
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と

脈
は
途
切
れ
て
し
ま
う
か
ら
。

あ
り
が
と
う
。

恥
ず
か
し
い
け
れ
ど
、
大
切
な
言
葉
。

感
謝
の
言
葉
。

あ
り
が
と
う
。

み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
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心
に
移
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と

健
康
法
師
（
吟
遊
詩
人
キ
タ
デ
）



大
阪
市
政
と
大
阪
都
構
想
に
行
き
詰
ま
っ

た
橋
下
徹
大
阪
市
長
は
、
「
出
直
し
」
市

長
選
挙
に
打
っ
て
出
ま
し
た
が
、
勝
利
し

た
と
し
て
も
「
大
阪
都
構
想
」
実
現
の
展

望
は
開
か
れ
な
い
の
に
、
で
す
。

そ
の
橋
下
市
長
は
昨
年
9
月
に
、
政
府

が
募
集
し
て
い
る
「
国
家
戦
略
特
区
」
に

対
し
、
能
力
主
義
を
推
し
進
め
る
競
争
型

の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
特
区
」
案
を
、
大
阪
市

と
大
阪
府
が
共
同
で
内
閣
府
に
提
出
す
る

と
発
表
し
、
そ
の
内
容
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
「
維
新
八
策
」
に
書
か
れ
て
い
た
も

の
で
す
が
、
御
堂
筋
エ
リ
ア
に
進
出
す
る

企
業
に
対
し
、
労
働
者
に
一
定
の
報
酬
を

支
払
え
ば
、
労
働
時
間
の
規
制
を
緩
和
し
、

企
業
の
判
断
で
労
働
者
を
解
雇
し
や
す
く

す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

こ
れ
は
国
家
戦
略
特
区
の
お
先
棒
を
担

ご
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
特
区
構

想
は
労
働
法
制
緩
和
の
流
れ
の
中
で
本
格

化
し
て
い
ま
す
。
規
制
改
革
会
議
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
労
働
者
代
表
不
在
）
で

の
解
雇
の
規
制
緩
和
論
議
は
「
規
制
緩
和

が
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
」
「
日
本
は

過
剰
な
労
働
者
保
護
」
と
い
う
奇
想
天
外

な
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
解

雇
特
区
、
規
制
緩
和
特
区
は
労
働
者
の
生

存
権
と
勤
労
権
を
保
証
す
る
憲
法
違
反
そ

の
も
の
で
す
が
、
労
働
規
制
緩
和
論
議
は

「
産
業
競
争
力
強
化
法
」
で
も
論
議
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
財
界
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
長
年

に
渡
っ
て
求
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
第

２
次
安
倍
政
権
で
一
気
に
労
働
者
保
護
の

視
点
に
た
つ
労
働
法
に
穴
を
開
け
る
企
み

で
あ
り
、
今
日
の
労
働
政
治
の
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

労
働
規
制
緩
和
の
仕
掛
け
は
全
面
的
で

す
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
こ
れ
ま
で
と
違
っ

た
強
権
的
政
治
手
法
で
労
働
法
制
に
手
を

掛
け
て
き
た
こ
と
で
す
。

労
働
政
策
決
定
へ
の
検
討
と
審
議
は
、

政
労
使
の
３
者
構
成
で
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
労
省
政
策
局
が
準
備
し
、
研
究
者
に
よ

る
研
究
会
が
１
年
あ
ま
り
開
催
さ
れ
、
３

者
構
成
（
労
働
者
代
表
は
常
に
連
合
独
占
）

に
よ
る
審
議
も
同
じ
ほ
ど
の
時
間
を
か
け

て
開
催
さ
れ
、
法
案
骨
子
の
準
備
が
行
わ

れ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
国
際
労
働
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
基
準
に
従
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
３
年
上
限
撤
廃
の
労
働

者
派
遣
法
と
無
期
雇
用
へ
の
転
換
を
剥
奪

す
る
労
働
契
約
法
は
、
三
者
構
成
審
議
会

よ
り
も
規
制
改
革
会
議
（
雇
用
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
）
が
強
い
圧
力
を
か
け
て

い
た
も
の
で
、
異
様
な
法
案
準
備
過
程
で

あ
っ
た
こ
と
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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労
働
規
制
緩
和
に
み
る
労
働
政
治

服
部
信
一
郎

僕
は
何
と
か
生
き
て
い
け
て
い
ま
す
。

あ
な
た
さ
ま
の
お
か
げ
で

僕
は
何
と
か
元
気
に
暮
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。

思
え
ば
、
日
本
か
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
。

お
互
い
さ
ま
の
精
神
と

お
か
げ
さ
ま
の
精
神

僕
を
応
援
し
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

す
べ
て
の
方
々
に
、

僕
を
理
解
し
、

思
い
を
共
有
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

す
べ
て
の
方
々
に
、

心
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
。

さ
さ
や
か
だ
け
れ
ど
。

万
感
の
思
い
を
込
め
て

あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
。

理
想
と
現
実

理
想
と
現
実
。
そ
の
ふ
た
つ
を
近
づ
け
た
い
。

ど
ち
ら
を
動
か
し
ま
す
か
？

素
敵
な
世
界

傷
つ
い
た
と
き
、

い
ろ
ん
な
人
が
助
け
て
く
れ
た
。

傷
つ
い
た
と
き
、

い
ろ
ん
な
風
景
に
癒
さ
れ
た
。

犬
が
わ
ん
と
吠
え
、
猫
が
に
ゃ
ん
と
啼
き
、

鳥
が
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
と
鳴
く
。

暗
闇
で
、
は
じ
め
て

星
空
の
明
る
さ
に
気
付
く

都
会
の
明
る
さ
の
な
か
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
星
空
を

都
会
に
い
な
い
人
間
だ
け
が

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

暗
闇
の
中
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
間
こ
そ
が
、

世
界
で
い
ち
ば
ん
き
れ
い
な
星
空
を
見
る
こ

と
が
で
き
る

な
ん
て
素
敵
な
世
界
に

生
き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。

窓
を
開
け
れ
ば
新
鮮
な
空
気
が
入
っ
て
く
る

こ
の
空
気
は
、
何
万
年
も
前
か
ら
こ
の
星
を

循
環
し
続
け
た
歴
史
あ
る
空
気
な
ん
だ
な
ぁ
。

「
自
分
以
外
は
み
な
先
生
」
と
い
う
け
れ
ど
、

教
え
て
く
れ
る
の
は
人
間
に
限
ら
な
い
ん
だ

よ
ね

な
ん
て
素
敵
な
世
界
に

生
き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
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２
０
１
２
年
12
月
の
安
倍
政
権
誕
生
後
、

し
ば
ら
く
主
張
の
ト
ー
ン
を
抑
え
て
い
た

財
界
が
一
気
に
自
民
党
政
権
に
働
き
か
け

て
、
労
働
法
改
悪
を
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
（
こ
の
点
の
詳
細
な
分
析
は
、

「
日
本
の
雇
用
が
危
な
い
（
安
倍
政
権

「
労
働
規
制
緩
和
」
批
判
）
」
（
旬
報
社

２
０
１
４
）
に
詳
し
い
。
）
。

労
契
法
18
条
は
5
年
で
有
期
契
約
労
働

者
に
無
期
転
換
申
込
権
を
与
え
て
い
る
が
、

い
ま
だ
に
申
込
権
を
取
得
し
た
者
が
誰
も

い
な
い
中
で
、
科
学
技
術
研
究
者
・
技
術

者
ら
に
つ
い
て
は
転
換
申
込
権
の
発
生
を

10
年
に
延
長
す
る
法
改
正
が
既
に
行
わ
れ

た
。次

に
狙
わ
れ
る
労
働
者
派
遣
法
全
面
改

正
も
、
派
遣
労
働
者
の
受
入
れ
期
限
を
職

場
単
位
で
は
な
く
人
単
位
と
す
る
こ
と
で
、

常
用
代
替
の
禁
止
と
い
う
法
理
念
さ
え
捨

て
て
、
人
を
入
れ
替
え
な
が
ら
派
遣
労
働

者
を
使
い
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
議
論
が
続
い
て
い
る
「
ジ
ョ

ブ
型
（
限
定
）
正
社
員
」
（
職
務
、
勤
務

地
、
労
働
時
間
の
い
ず
れ
か
が
限
定
さ
れ

た
正
社
員
）
制
度
も
、
非
正
規
労
働
者
の

待
遇
改
善
と
い
う
表
向
き
の
理
由
を
見
せ

な
が
ら
、
そ
の
裏
で
は
整
理
解
雇
４
要
件

（
と
り
わ
け
解
雇
回
避
努
力
）
の
緩
和
、

現
在
の
正
社
員
を
無
限
定
正
社
員
と
限
定

正
社
員
に
区
分
け
し
て
、
職
務
や
勤
務
場

所
の
変
更
が
な
い
こ
と
の
代
償
と
し
て
賃

金
を
引
下
げ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
（
そ

の
陰
で
無
限
定
正
社
員
は
過
労
死
と
背
中

合
わ
せ
の
労
働
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
こ
と
に
も
触
れ
て
お
く
）
。

そ
の
他
に
も
特
区
制
度
を
悪
用
し
た
解

雇
規
制
の
緩
和
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ

グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
を
再
び
持
ち
出
し
て
労

働
時
間
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
も
狙
わ
れ

て
い
る
。

日
本
は
こ
の
30
年
、
規
制
緩
和
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
企
業
が
人
件
費
を
圧
縮
す

る
こ
と
で
短
期
的
な
儲
け
を
一
時
的
に
確

保
し
つ
つ
、
国
民
の
購
買
力
を
低
下
さ
せ

続
け
て
き
た
。
購
買
力
の
落
ち
た
国
民
は

安
価
な
製
品
を
よ
り
強
く
求
め
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
こ
と
が
日
本
企
業
の
不
振
に

拍
車
を
か
け
た
。
今
必
要
な
の
は
さ
ら
な

る
規
制
緩
和
で
は
な
く
、
労
働
者
保
護
と

労
働
者
の
購
買
力
回
復
に
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。

我
々
も
労
働
法
制
を
め
ぐ
る
矢
継
ぎ
早

の
動
き
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
運
動
を
構

築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
）

（
弁
護
士
・
京
橋
法
律
事
務
所
）
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最
近
の
労
働
法
改
悪
の
動
き
を

（
ご
く
簡
単
に
）
整
理
す
る

楠

晋
一

私
は
大
阪
の
あ
る
専
門
学
校
で
「
現
代

社
会
」
と
い
う
講
義
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
は
介
護
福
祉
士
養
成
を
専
門
と

し
て
お
り
、
卒
業
生
の
多
く
が
介
護
業
界

に
就
職
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
で
も
う
４

年
目
に
な
る
の
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
上

は
50
歳
代
か
ら
下
は
10
代
ま
で
と
多
彩
で

す
。
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
専
門
学
校

に
入
学
し
た
子
、
転
職
を
考
え
て
の
学
び

直
し
、
雇
用
保
険
の
職
業
訓
練
生
等
々
。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
年
齢
の
学
生
が
混

在
す
る
中
で
、
私
は
経
済
学
の
基
本
か
ら

国
際
金
融
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
販
売
戦
略

の
裏
側
な
ど
も
教
え
て
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
メ
イ
ン
は
な
ん
と
い
っ
て
も
労
働
問

題
で
す
。
産
業
・
職
業
分
類
の
あ
ら
ま
し

か
ら
、
正
社
員
・
非
正
社
員
の
働
き
方
、

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

へ
の
対
応
、
労
働
相
談
と
申
告
制
度
、
そ

の
他
雇
用
保
険
や
生
活
保
護
な
ど
の
し
く

み
か
ら
活
用
法
ま
で
、
そ
の
時
々
の
社
会

的
な
関
心
事
項
も
ふ
ま
え
な
が
ら
講
義
を

進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
と
く
に
私
が
重
視
し
て
い

る
の
は
制
度
の
活
用
法
で
す
。
例
え
ば
、

失
業
し
た
と
き
に
は
国
民
健
康
保
険
の
減

額
規
定
が
あ
る
、
働
き
過
ぎ
で
死
に
そ
う

に
な
っ
た
ら
過
労
死
１
１
０
番
に
電
話
し

て
み
る
、
な
ど
で
す
。

私
は
常
々
学
生
た
ち
に
、
「
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
必
ず
相
談
で
き
る
機
関
が

あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
せ
よ
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
労
働

法
や
雇
用
保
険
法
な
ど
の
体
系
的
な
知
識

を
勉
強
し
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
解
雇
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
失
業
な
ど
、
何
か
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
時
に
は
、
必
ず
自
分
に
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
る
人
（
機
関
）
が
い
る
。

と
に
か
く
、
そ
の
こ
と
さ
え
覚
え
て
お
け

ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
処
は
で
き
る
。

そ
う
言
っ
て
、
そ
の
場
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
わ
せ
て
検
索
し
て
も
ら
う
こ
と
も

し
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
の
学
生
た
ち
は
、
最
初
は
労

働
法
の
ロ
の
字
も
聞
い
た
こ
と
な
い
と
い

う
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な
子
た
ち

が
授
業
も
終
盤
に
近
づ
い
て
く
る
と
、
自

然
と
会
話
の
中
で
「
そ
れ
っ
て
労
働
基
準

法
の
あ
れ
で
し
ょ
？
残
業
っ
て
25
％
？
先

生
、
う
ち
の
バ
イ
ト
最
賃
以
下
や
っ
て
ん
」

と
話
を
し
て
く
る
。
ほ
ん
の
少
し
の
知
識

さ
え
あ
れ
ば
、
「
声
を
上
げ
る
」
と
い
う

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
し
た
希
望
を
胸
に
、
今
後
も
私

な
り
の
労
働
教
育
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
）

（
関
西
大
学
院
生
）
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働
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史



働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
、
２
０
１

３
年
７
月
末
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
認
証

さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
、
活

動
家
支
援
共
同
（A

c
t
i
vi
s
t
,
S
u
p
p
o
r
t
,
U

n
i
o
n

）
の
略
称
で
す
。
よ
り
よ
い
明
日

（
Ａ
Ｓ
Ｕ
）
を
目
指
す
わ
た
し
た
ち
を

（
Ｕ
Ｓ
）
結
ぶ
、
労
働
者
・
市
民
連
携
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
２
０
０
６
年
９
月
に
本

会
の
前
進
で
あ
る
働
き
方
ネ
ッ
ト
大
阪
を

設
立
し
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン

プ
シ
ョ
ン
、
過
労
死
、
派
遣
労
働
、
パ
ー

ト
雇
用
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
、
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
、
不
況
、
震
災
・
原
発
、
格

差
、
貧
困
、
生
活
保
護
な
ど
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
認

証
さ
れ
て
か
ら
は
、
浜
矩
子
さ
ん
を
お
招

き
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

深
読
み
」
と
題
し
た
ミ
ニ
講
座
も
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
去
る
３
月
23
日
に
は
学

生
・
若
手
社
会
人
講
座
「
基
礎
力
を
身
に

つ
け
る
！
入
社
前
後
は
こ
う
し
て
見
分
け

ろ
！
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
処
法
」
が
開
講
さ

れ
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
合
わ
せ
て
約
25
名

の
参
加
者
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座

を
わ
た
し
た
ち
は

.
O
r
g

（
ド
ッ
ト
・
オ

ル
グ
）
と
呼
び
、
今
後
も
定
期
的
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
度
創
刊
さ
れ
た
「
季
刊
誌
Ａ
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
で
は
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
会

員
の
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、

最
近
の
雇
用
・
労
働
問
題
や
政
治
的
課
題
、

労
働
相
談
の
事
例
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
時
に
随
想
な
ど

も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
ほ
っ
こ
り
す
る
よ

う
な
ミ
ニ
コ
ミ
誌
（
死
語
？
）
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
働

き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-
Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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季
刊
誌
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
創
刊
に
つ
い
て

ドットオルグ（学生・若手社会人講座）の１コマ。ASU-NETの事務所が若者でいっぱいにな
り、最後まで白熱した議論が展開されました。（詳しくは17ページをご覧ください）

▼
２
０
１
３
年
４
月
９
日
（
火
）

働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ-
Ｎ
Ｅ
Ｔ
設
立
総
会

▼
２
０
１
３
年
５
月
21
日
（
火
）

森
岡
ゼ
ミ
「
安
倍
労
働
改
革
の
狙
い
を
ど

う
見
る
か
」
講
師
：
森
岡
孝
二
（
関
西
大

学
教
授
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
理
事
）

▼
２
０
１
３
年
７
月
２
日
（
火
）

第
１
回
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
深
読
み
「
改
悪
さ
れ
た

生
活
保
護
法
」
、
講
師
：
大
口
耕
吉
朗

（
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る
会
事
務
局
長
）

▼
２
０
１
３
年
７
月
30
日
（
火
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行

▼
２
０
１
３
年
10
月
４
日
（
金
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
移
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
第
18

回
つ
ど
い
）
「
ど
う
変
え
る
、
日
本
経
済

と
働
き
方
」
、
講
演
１
：
浜
矩
子
（
同
志

社
大
学
教
授
）
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
ど
う

立
ち
向
か
う
か
」
、
講
演
２
：
森
岡
孝
二

（
関
西
大
学
教
授
）
「
雇
用
改
革
と
限
定

正
社
員
」

▼
２
０
１
３
年
11
月
12
日
（
火
）

『
過
労
死
は
何
を
告
発
し
て
い
る
か
』
出

版
記
念
講
演
会
、
講
演
：
森
岡
孝
二
（
関

西
大
学
教
授
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
理
事
）
、

古
典
落
語
：
桂
福
点
（
落
語
家
）

▼
２
０
１
３
年
12
月
19
日
（
木
）

第
２
回
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
深
読
み
「
大
詰
め
を
迎

え
た
過
労
死
防
止
基
本
法
制
定
運
動
」
、

講
師
：
岩
城
穣
（
弁
護
士
・
阿
倍
野
法
律

事
務
所
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
理
事
）
、
寺
西

笑
子
（
全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

代
表
）

▼
２
０
１
４
年
３
月
23
日
（
日
）

ド
ッ
ト
オ
ル
グ
（
17
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
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こ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
活
動

上：設立総会にて

下：第18回つどい（浜さん）

上：出版記念会（森岡さん）

下：（桂さん）

上：第2回NEWS深読み（左から寺
西さん、森岡さん、岩城さん）
下：第2回NEWS深読みの風景
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（7）

（8）

（10）

（11）

（13）

（15）

（16）

（17）

（18）

２
０
１
４
年
３
月
23
日
（
日
）
に
、
学

生
・
若
手
社
会
人
講
座
「.Org

（
ド
ッ
ト
・

オ
ル
グ
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
４
月
以
降
の
連
続
講
座

開
講
に
む
け
た
プ
レ
企
画
で
、
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
対
処
法
を
事
例
か
ら
学
ぶ
と
い
う
実

践
的
な
講
座
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

て
27
名
の
参
加
者
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
中

に
は
、
朝
日
新
聞
の
宣
伝
を
見
て
参
加
し

た
と
い
う
人
も
。

講
座
は
中
嶌
聡
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
た
ら

ぼ
代
表
）
の
流
暢
な
司
会
か
ら
始
ま
っ
た
。

最
初
に
参
加
者
全
員
で
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
ク

イ
ズ
に
つ
い
て
議
論
。
問
題
点
を
全
員
で

共
有
し
、
谷
真
介
弁
護
士
（
北
大
阪
総
合

法
律
事
務
所
）
の<

知
っ
て
お
き
た
い
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
10
選>

（
法
律
解
説
）
を
聞
き

ま
し
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
の
難
解
な
（
？
）

質
問
に
も
的
確
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

次
に
、
川
村
遼
平
さ
ん
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

事
務
局
長
）
か
ら
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
の
労
働

相
談
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
の
見
分
け
方
と
対
処
法
に
つ
い
て
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
適
切
な
相
談
機
関
を

使
え
ば
、
大
企
業
に
も
対
抗
で
き
る
と
述

べ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で

は
な
い
企
業
っ
て
あ
る
ん
で
す
か
？
」
な

ど
、
核
心
を
突
く
質
問
も
飛
び
出
し
ま
し

た
。
ま
た
「
今
後
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」

と
い
う
声
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
企
画
に
向
け
て
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
ガ
ン
バ
る
ぞ
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
（
文
責
：
中
野
裕
史
）
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学
生
・
若
手
社
会
人
講
座
「.O

r
g

（
ド
ッ
ト
・
オ
ル
グ
）
」

基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
！
入
社
前
後
は

こ
う
し
て
見
分
け
ろ
！
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
処
法

谷真介さん。むちゃぶり
な法律相談にも的確に答
えてくれます。

川村遼平さん。クールな
皮肉たっぷりのトークで
会場を沸かせます。

最後にフロアから今日の感想を述べてもらい、
全員で意見を共有しました。そして、最後まで
真剣かつ笑いっぱなしの２時間半でした（笑）
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編
集
後
記
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季
刊
誌
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
第
１
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
Ａ

Ｓ
Ｕ-
Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
設
立
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
１
年
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
と
に
か
く
準
備
準
備
の
１
年
で
、
あ
ま
り
目
立
っ

た
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
年
目
は
ド
ッ
ト
オ
ル
グ

の
連
続
講
座
を
軸
に
し
て
、
つ
ど
い
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
労
働
と
生
活
に
関
わ
る
諸
問
題
を
解
説
す
る
講
座
も

開
講
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
代
表
理
事
で
あ
る
森
岡

さ
ん
が
大
学
を
退
職
さ
れ
、
４
月
か
ら
は
事
務
所
で
森
岡
ゼ

ミ
や
文
章
教
室
、
は
た
ま
た
教
養
講
座
（
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
入
門
？
）
も
や
る
ぞ
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の

他
に
も
、
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
講
座
や
、
海
外
の
社
会
事
情

（
例
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
は
な
ぜ
時
短
が
進
ん
だ
の
か
）
を
学
ぶ

講
座
も
企
画
中
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
予
算
も
少
な
い
た
め
、
宣

伝
は
も
っ
ぱ
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
本
格
的
な
活
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
み
な
さ
ま
、

ど
う
か
Ａ
Ｓ
Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
（
文
責
：
中
野
裕
史
）


